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４
月
21
日
の
選
挙
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

信
任
を
得
て
、
６
期
目
の
市
政
運
営
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。「
令
和
」と
い
う
新
た
な
時
代
の
か
じ

取
り
を
、「
平
成
」の
時
代
か
ら
引
き
続
き
任
さ
れ
た

こ
と
は
、
大
変
光
栄
に
感
じ
る
と
同
時
に
、
託
さ
れ

た
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。

総
務
省
が
今
年
の
１
月
に
発
表
し
た
2
0
1
8
年

の
人
口
移
動
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、
本
市
は
２
人

の
転
出
超
過
で
し
た
が
、
14
歳
以
下
に
限
り
ま
す

と
、
全
国
約
1
7
0
0
市
町
村
の
中
で
18
位
と
な
る

３
４
２
人
の
転
入
超
過
で
し
た
。
本
市
に
転
入
す
る

子
ど
も
た
ち
の
数
が
増
え
た
と
い
う
事
実
は
、
本
市

の
子
育
て・教
育
施
策
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ス
ク
ー
ル
を
通
し
て
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
促
す
取
り
組

み
が
、
子
育
て
世
代
に
評
価
さ
れ
た
か
ら
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
住
み
良
さ
」は
、
一
般
的
に
交
通
の
便
や
商
業
・

医
療
施
設
の
充
実
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
充
実
が
大
き

な
要
素
に
な
り
ま
す
。
本
市
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
春

日
警
察
署
の
誘
致
や
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
開

館
を
は
じ
め
、
小
・
中
学
校
の
耐
震
改
修
や
普
通
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
雨
水
貯
留
施
設
の
築
造
、

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
今
後
も
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
や
、
西

鉄
春
日
原
駅
周
辺
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。し
か
し
な
が
ら
、本
市
の「
住
み
良
さ
」は
、「
市

民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」と
い
う
ソ
フ
ト

面
に
こ
そ
支
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

☎（584）1111㈹　F（584）1145

経営企画課企画担当　問い合わせ先

政
方
針
演
説（
抜
粋
）

施

井
いのうえ
上市長が、令和元年第2回市議会定例

会において、市の基本方針や政策について
の姿勢を示す施政方針演説を行いました。

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」も
、
行
政
と
市
民
が
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、
お
互
い
の
信
頼
関
係
を
深
め
、「
地
域
と
行
政

の
真
に
対
等
な
関
係
づ
く
り
」を
着
々
と
進
め
て
来

た
成
果
で
す
。

最
近
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
育
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
、「
自
分
が
春
日
市
の
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
」と
自
問
自
答
し
、
自
ら
行
動
す
る
姿

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ

て
い
ま
す
。

現
在
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ「
み
ん
な
で
春
を
つ

く
ろ
う
」を
軸
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
外
の
人
に
春
日
市
を
知

っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
市
民
に
も
春
日
市
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
も
っ
と
も
っ
と
春
日
市
を
好

き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
も
込
め
て
い
ま

す
。春

日
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
は
、
市
民
と
行
政

が
協
力
し
て
働
く「
協
働
」で
す
。
元
号
が
変
わ
り
、

新
た
な
時
代
が
到
来
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
新

し
い
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
一
つ
の
手
法

で
し
ょ
う
が
、
あ
え
て
私
は「
平
成
」の
時
代
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」の
歩
み
を
、

「
令
和
」の
時
代
で
も
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、「
出
前
ト
ー
ク
」な
ど
を
通
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
積
み
重
ね
、
ず
っ
と
住
み

続
け
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※
全
文
は
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
１
階
）や
市
民
図

書
館
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〜みんなで春をつくろう〜

施　 方針
令和元年度

政
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▽
地
区
公
民
館
大
規
模
改
修（
須
玖
北
地
区
・

下
白
水
北
地
区
）

▽
空
き
家
に
関
す
る
総
合
窓
口
の
設
置

▽
市
内
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設

▽
自
治
会
の
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
対
す
る

補
助

▽
成
人
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
う
若
年
者
へ
の
消

費
者
教
育
の
強
化

◎
各
種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

（
平
成
31
年
２
月
開
始
）の
利
用
促
進（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促
進
）

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
整
備（
令
和

２
年
度
運
営
開
始
）

◎
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実
施

▽
児
童
虐
待
対
策（
状
況
を
確
認
で
き
て
い
な

い
子
ど
も
が
い
る
家
庭
へ
の
訪
問
）

▽
待
機
児
童
対
策（
大
和
保
育
所
の
建
て
替
え

（
令
和
２
年
度
か
ら
65
人
定
員
増
））

▽
こ
ど
も
医
療
費
の
所
得
制
限
廃
止

▽
成
人
男
性
を
対
象
と
す
る
風
し
ん
の
定
期
予

防
接
種

▽
特
定
健
診
受
診
者
に
対
す
る
総
合
ス
ポ
ー
ツ

2
安
心
な
健
康
福
祉

1
豊
か
な
市
民
生
活

令
和
元
年
度
の
取
り
組
み

施
政
方
針
で
述
べ
た
事
業
の
う
ち
、

新
た
な
取
り
組
み
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
」も
、
行
政
と
市
民
が
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、
お
互
い
の
信
頼
関
係
を
深
め
、「
地
域
と
行
政

の
真
に
対
等
な
関
係
づ
く
り
」を
着
々
と
進
め
て
来

た
成
果
で
す
。

最
近
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
育
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
、「
自
分
が
春
日
市
の
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
」と
自
問
自
答
し
、
自
ら
行
動
す
る
姿

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ

て
い
ま
す
。

現
在
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ「
み
ん
な
で
春
を
つ

く
ろ
う
」を
軸
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
外
の
人
に
春
日
市
を
知

っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
市
民
に
も
春
日
市
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
も
っ
と
も
っ
と
春
日
市
を
好

き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
も
込
め
て
い
ま

す
。春

日
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
は
、
市
民
と
行
政

が
協
力
し
て
働
く「
協
働
」で
す
。
元
号
が
変
わ
り
、

新
た
な
時
代
が
到
来
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
新

し
い
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
一
つ
の
手
法

で
し
ょ
う
が
、
あ
え
て
私
は「
平
成
」の
時
代
か
ら
取

り
組
ん
で
き
た「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」の
歩
み
を
、

「
令
和
」の
時
代
で
も
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、「
出
前
ト
ー
ク
」な
ど
を
通
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
積
み
重
ね
、
ず
っ
と
住
み

続
け
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※
全
文
は
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
１
階
）や
市
民
図

書
館
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
の
運
動
促
進

▽
小
学
３・
４
年
生
を
対
象
と
し
た「
わ
く
わ
く

進
級
テ
ス
ト
」の
実
施（
個
に
応
じ
た
学
習
支

援
）

◎
全
小
・
中
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ

ン
お
よ
び
大
型
モ
ニ
タ
ー
配
置（
令
和
３
年

度
完
了
予
定
）

▽
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
事
業（
天
神
山
小

学
校
、
春
日
北
小
学
校
、
大
谷
小
学
校
）

▽
春
日
南
中
学
校
校
舎
増
築
工
事
の
設
計

▽
地
域
活
動
学
習
講
座「
み
ん
な
で
春
を
つ
く

ろ
う
学
級
」の
開
設

▽
地
域
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化

▽
Ｊ
Ｒ
春
日
駅
へ
の
図
書
返
却
用
ポ
ス
ト
の
設

置
▽
須
玖
岡
本
遺
跡
の
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査

◎
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
TM
の

公
認
チ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
地

▽
第
２
次
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

着
手

4
快
適
な
都
市
整
備

3
活
力
あ
ふ
れ
る
教
育
・
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ

▽
那
珂
川
宇
美
線
下
白
水
西
工
区
お
よ
び
長
浜

太
宰
府
線
須
玖
北
工
区
の
整
備
促
進（
県
事

業
）

◎
県
事
業「
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
連
続
立
体
交

差
事
業（
令
和
３
年
度
完
成
予
定
）」、
市
事

業「
西
鉄
春
日
原
駅
周
辺
整
備
事
業（
令
和
４

年
度
完
成
予
定
）」の
整
備
促
進

▽
若
草
市
営
住
宅
、
欽
修
市
営
住
宅
お
よ
び
大

和
市
営
住
宅
に
お
け
る
建
替
事
業
の
計
画
的

な
実
施

◎
快
適
な
公
園
環
境
の
整
備（
白
水
ヶ
丘
東
公

園
の
整
備
、
天
神
山
公
園
の
再
整
備
、
白
水

大
池
公
園
管
理
棟
改
修
な
ど
）

▽
ス
ケ
ア
ー
ド
ス
ト
レ
ー
ト
方
式（
ス
タ
ン
ト

に
よ
る
視
覚
的
な
交
通
事
故
の
体
験
）交
通

安
全
教
室
の
実
施

▽
浸
水
被
害
対
策（
小
倉
第
１
雨
水
幹
線
の
雨

水
排
水
路
改
良
な
ど
）

▽
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

▽
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進(

市
の
魅

力
発
信)

▽
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
や
適
正
な
配
置
に
関

す
る
計
画
の
策
定

5
行
財
政
改
革
の
推
進

※「◎」は、4・5ページで詳しく紹介します。

施　 方針
令和元年度

政 ピックアップ事業一覧
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4

5

6

民
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、
平
成
31

年
２
月
か
ら
、
住
民
票
な
ど
の
証
明
書

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
い
つ
で
も
証
明

書
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
の
証
明
発
行

窓
口
に
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
方
法

で
簡
単
に
証
明
書
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
機

器
を
設
置
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
を
体
感
し

て
も
ら
う
取
り
組
み
や
、
市
職
員
が
地
域
に
出
向

き
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
手
続
き
の
支
援

を
行
う
な
ど
、
市
民
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
促
進
と
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

育
て
家
庭
な
ど
に
対
し
、「
い
き
い
き

プ
ラ
ザ
」内
の「
子
ど
も
・
子
育
て
相
談

セ
ン
タ
ー
」に
お
い
て
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。産

前
・
産
後（
４
カ
月
未
満
）の
妊
産
婦
の
家
庭

を
訪
問
す
る「
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
」を
新

た
に
開
始
し
ま
し
た
。
１
時
間
当
た
り
５
０
０
円

（
非
課
税
世
帯
な
ど
は
無
料
）で
、
20
時
間
ま
で
利

用
で
き
ま
す
。
出
産
準
備
、
授
乳
や
沐も
く
よ
く浴
、
兄き
ょ
う
だ
い弟

児
の
世
話
な
ど
を
実
施
し
な
が
ら
、
妊
娠
・
出
産
、

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
を
傾
聴
し
、
相
談

に
応
じ
た
支
援（
寄
り
添
い
）を
行
う
こ
と
で
、
安

心
し
て
産
前
・
産
後
の
時
期
を
過
ご
し
、
育
児
に

臨
め
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
３
年
度
ま
で

に
市
内
全
小
・
中
学
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ

ン
と
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
配
置
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
の
情
報
手
段
を
活
用
す
る
た
め
に
必

要
な
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で

す
。こ

れ
ら
の
電
子
機
器
を
活
用
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
基
本
的
な
操
作
を
習
得
す
る
た
め
の
学
習

や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
調
べ
学
習
な

ど
の
学
習
活
動
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
体
験
な
ど
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
論
理
的
思
考
力
の
育
成
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

1

2

3

各種証明書コンビニ交付
サービス利用促進

産前・産後サポート事業

全小・中学校への
タブレット型パソコン
などの配置
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適
な
都
市
生
活
空
間
に
と
っ
て
、
公
園

は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

市
に
は
、
白
水
大
池
公
園
や
県
営
春
日
公
園
、
親

水
公
園
な
ど
、
豊
か
な
水
や
緑
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
公
園
が
多
数
あ
り
、
多
く
の
市
民
に
と
っ
て

の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
近
隣
住
民
の
新
た
な
ふ
れ
あ
い
の

場
と
な
る「
白
水
ヶ
丘
東
公
園
」の
整
備
や
、
地
域

住
民
の
利
用
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た「
天
神
山
公
園
」の

再
整
備
、
そ
し
て
白
水
大
池
公
園
の
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
修
な
ど
を
行
い
、
よ
り
快
適
な
公
園
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
利
用
者
の
モ
ラ
ル
向
上
を
促
す
啓
発
を

行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
公
園
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

日
原
地
区
で
は
、
鉄
道
に
よ
る
市
街
地

の
分
断
、
踏
切
に
よ
る
交
通
渋
滞
や
事

故
な
ど
の
諸
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
鉄
道
を
高

架
化
す
る「
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
連
続
立
体
交
差

事
業（
県
施
行
）」が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和

３
年
度
末
の
事
業
完
了
に
向
け
て
、
現
在
、
新
駅

舎
や
高
架
橋
の
建
築
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
市
は
、
鉄
道
の
高
架
化
に
併
せ
て「
西

鉄
春
日
原
駅
周
辺
整
備
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
、
駅
前
広
場
、
側
道

な
ど
を
整
備
し
、
駅
の
交
通
結
節
機
能
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
賑
わ
い
の
あ
る
空
間
を
形
成
す
る

た
め
の
基
盤
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。
令
和
４
年
度

末
の
事
業
完
了
に
向
け
、
用
地
取
得
や
設
計
協
議

な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

4

5

6

快適な公園環境の整備

西鉄春日原駅の高架化と
周辺整備

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
は
、
ラ
グ

ビ
ー
世
界
王
者
を
決
め
る
４
年
に
一
度

の
大
会
で
す
。
９
月
20
日
に
開
幕
す
る
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
TM
は
、
ア
ジ
ア
初
開

催
と
い
う
記
念
す
べ
き
大
会
で
す
。
市
は
、
こ
の

大
会
に
お
い
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
、
フ

ラ
ン
ス
代
表
チ
ー
ム
の
公
認
チ
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
地

に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
チ
ー
ム
が
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

で
試
合
に
臨
め
る
よ
う
万
全
な
受
け
入
れ
態
勢
を

つ
く
る
と
と
も
に
、
こ
の
大
会
を
通
じ
て
、
多
く

の
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
や
国
際
文
化
へ
の
関
心
を
深

め
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
意
欲
を

高
め
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

ラグビーワールドカップ
2019TM公認チームキャンプ地

※駅舎および駅前広場のデザインは、平成 31 年 1 月時点のイメージであり、
実際とは異なる場合があります。

施　 方針
令和元年度

政 主要事業ピックアップ
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問い合わせ先  安全安心課防犯安全担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1143

守りましょう
自転車安全利用のルール

　昨年中の市内の自転車が関連する交通事故発生
件数は、前年と比べ16件増えました（169件）。
　自分自身が交通事故の被害に遭わないことはも
ちろん、加害者にならないために、自転車の安全
利用のルールなどを確認しましょう。

○自転車の点検整備

▽ハンドルが、前輪と直角に固定されているか確
認しましょう。

▽ブレーキがよく利くか確認しましょう。

▽尾灯や反射材が後方からよく見えるか確認しま
しょう。

▽ライトがつくか、また明るいか確認しましょう。

○万が一のために自転車保険に加入を
　自転車は車と同等に扱われるため、高額な賠
償を命じられる場合もあります。万が一に備え、
自転車保険に加入しましょう。

　過去に賠償が命じられた事例
　小学生が夜間、自転車で歩行者（62歳）と正面
衝突し、9,521万円の損害賠償が命じられた（神
戸地裁平成25年7月）。

○自転車安全利用5則
①自転車は車道が原則、歩道が例外

歩道通行できる場合

▽道路標識や道路標示で指定された場合

▽ 運転者が13歳未満の子どもや70歳以上の
高齢者の場合

▽車道または交通の状況から見てやむをえな
い場合

②車道は左側を通行
③歩道は歩行者優先で車道寄りを徐行
④安全ルールを守る（夜間のライト点灯、一時停

止安全確認、飲酒運転・並進・二人乗りの禁
止など）

⑤子どもにはヘルメット着用（努力義務）

○多発する事故の状況

▽交差点での事故が多発
　交差点では必ず一時停止し、左右の安全を
確かめ、信号の変わり目でのかけ込み横断は

絶対しないようにしましょう。

▽対歩行者との事故が多発
　歩道では歩行者優先です。歩行者の通行を妨げ
る恐れのある場合は、一時停止するか、自転車を
降りて押して通行しましょう。

○夏の交通安全県民運動（7月10日〜19日）
今回の県民運動を機に、家庭や職場で自転車の安

全利用上のルールを確認し合いましょう。
また、自転車以外の交通ルールについても意識を

高めましょう。
　①飲酒運転の撲滅

▽飲酒運転は犯罪です。飲酒運転は「絶対しない、
させない、許さない。そして見逃さない」ことを
徹底しましょう。

▽飲酒運転を見かけたら、110番通報しましょう。
②子どもと高齢者の交通事故防止〜横断歩道マナー

アップの推進〜

▽横断歩道が近くにある場所では、横断歩道を渡
りましょう。

▽高齢運転者は、身体機能の変化に応じた安全な
運転を心掛けましょう。

市内で発生した全交通事故に占める自転車事故の割合

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

交通事故発
生件数 994件 955件 905件 792件 741件 725件

負傷者数 1,258人 1,213人 1,180人 1,036人 947人 912人

自転車事故
件数 215件 200件 176件 172件 153件 169件

事故発生件
数に占める
自転車関連
事故の割合

21.6% 20.9% 19.4% 21.7% 20.6% 23.3%

市内における交通事故発生件数
平成31年（1月〜 4月）
の交通事故統計

平成30年（同時期）と
の比較（±）

事故発生件数 198件 -47件

負傷者数 239人 -65人

自転車関連事故件数 38件 -14件

高齢者（65歳以上） 
関連事故件数 55件 -7件

飲酒運転関連事故件数 1件 -1件
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問い合わせ先  高齢課指定指導担当
☎️（584）1111㈹　F（584）3090 

介護保険サービス事業所
就職フェア開催（無料）

　市内の介護保険サービス事業所が、各事業所の
特色や求人内容などを個人面談形式で分かりやす
く説明します。就職活動の開始にもぴったりです。
　また、当日は市シルバー人材センターも参加し
ます。市内で仕事を探しているシニアの人もぜひ
参加してください。

申し込みは不要です。普段着で参加してくださ
い。

詳しくは、市ウェブサイトを見てください。

日時　８月３日㈯
　正午〜午後４時
※開催時間内は出入り自由です。
場所　市役所２階大会議室
※出入口は、大会議棟１階です。
募集職種（予定）　介護職、（准）看護師、送迎ドラ

イバーなど
※正職員、パートタイムなど、さまざまな勤務形

態の募集があります。経験や資格が無くても始

められる仕事もあります。
参加事業所（予定）
○地域密着型通所介護（デイサービス）

▽エフコープデイサービスりんご庵光町第２
　 ▽さかいの樹　春日南
○（看護）小規模多機能型居宅介護

▽エフコープかがやき春日

▽アップルハートやわらぎ春日

▽小規模多機能型居宅介護施設　さわやか憩いの
家

▽小規模多機能型居宅介護　クローバー

▽小規模多機能型居宅介護事業所　ライフケアホ
ームはる風

▽看護小規模型ホーム　和楽
○認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

▽アップルハートくつろぎ春日
▽グループホームさわやかテラス春日

▽グループホーム　クローバー

▽ライフケアホーム　春日苑

▽アップルハートくつろぎ春日南

▽グループホーム　イコロの里
○定期巡回・随時対応型訪問介護看護

▽福岡徳洲会定期巡回ケアステーション　ぴーす

経営企画課企画担当（〒816ｰ8501春日市役所）

☎️（584）1111㈹　F（584）1145
  kikaku@city.kasuga.fukuoka.jp 

第6次市総合計画
審議会市民委員募集

　市は、長期的かつ総合的なまちづくりの計画とし
て、令和3年度から10年間を計画期間とする「第6
次春日市総合計画」を策定します。
　市のまちづくりの方向性を示す重要な計画であ
る総合計画づくりに、審議会委員として参加する市
民委員を募集します。

応募資格　市に居住する20歳以上の人（平成31年
4月1日現在）

※現在、市の附属機関の委員になっている人は応
募できません。

任期　11月（予定）〜必要な事務が終了するまで（令和
2年12月予定）

報酬　会議出席１回当たり6,500円（費用弁償：1,000
円）

開催回数

▽令和元年度：6回程度

▽令和2年度：6回程度
※1カ月に、会議を2回開催する場合もあります。
募集人数　2人
選考方法　書類審査および面接審査
応募方法　8月9日㈮（必着）までに、申込書と作文（課題
「これからの春日市のまちづくりと、わたしたちの役
割」1,200字程度）を郵便、Ｅメールまたは窓口持参
のいずれかで提出する

※公募要領および申込書は、経営企画課窓口（市役所
5階）か市ウェブサイトで入手できます。

応募・問い合わせ先
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問い合わせ先  秘書広報課広報広聴担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1145 

提出・問い合わせ先  
福祉支援課障がい担当（〒816ｰ8501春日市役所）

☎️（584）1111㈹　F（584）1154 

問い合わせ先  
▷実践発表会に関すること：市青少年育成市民会議

☎️（572）4602（F兼用） 
▷出前トークに関すること：秘書広報課広報広聴担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1145 

問い合わせ先

▷市民課年金担当

☎️（584）1111㈹　F（584）1141 
▷南福岡年金事務所

☎️（552）6112　F（554）6535 

より良い春日のまちづくりのため、市長が各地区
公民館を訪問し、市民の皆さんと意見を交換しま
す。
日程・場所

▽ 7月22日㈪：小倉地区公民館

▽7月23日㈫：白水池地区公民館

▽7月25日㈭：松ヶ丘地区公民館

▽8月5日㈪：泉地区公民館

▽8月6日㈫：惣利地区公民館

▽8月7日㈬：春日原南地区公民館
時間　午後7時〜8時30分

重度の障がいにより、市または国から手当を受け
ている人は、現在の生活状況や所得状況などを確
認するため、毎年、現況届を提出する必要があり
ます。

対象者には、7月中旬に現況届の用紙を送付しま
すので、期限までに提出してください（郵送可）。
対象
〇市の手当
　心身障害者福祉手当
〇国の手当
　 ▽障害児福祉手当
　 ▽特別障害者手当
　 ▽経過的福祉手当
提出期限　8月27日㈫（必着）
※特定の施設に入所している場合や、病院または診

療所などに継続して3カ月以上入院していること
が確認できた場合は、手当の支給を廃止します。

※現在、本人や家族の所得超過などのために支給
停止中の人も、必ず提出してください。

出前トーク「市長と語る」
7月後半〜8月前半の日程

市心身障害者福祉手当など
現況届は８月２７日までに

第11回市六中・生徒会サミット
実践発表会＆出前トーク「市長と語る」

手続きが変更になります
障害年金の診断書

　市内6中学校の生徒会役員が、実践発表や市長な
どとの意見交換を行います（一般の人は参観のみ）。
日程　8月9日㈮
内容・時間

▽実践発表会：午前9時20分〜午後0時10分

▽出前トーク「市長と語る」：午後1時10分〜2時10分
※受け付けは、午前8時50分からです。
場所　ふれあい文化センター新館スプリングホー

ル

　障害年金を受けている人の、障害状況確認届（以
下「診断書」という）の作成期間と提出期限が、誕生
月中から、誕生月を含む3カ月以内に拡大されます。
診断書の提出が必要な人には、誕生月の3カ月前
の月末に、診断書様式が日本年金機構から送付さ
れます（例：8月生まれの人は、5月末発送）。
　この取り扱いは、令和元年8月以降が誕生月の人
が対象です。提出する年は個人で異なりますので、
年金証書で確認してください。
　また、20歳前の傷病により障害基礎年金を受給
している人は、今年度から所得状況届（はがき）を提
出する必要がなくなり、診断書の提出期限が、7月
から誕生月に変更になります。
　対象者には、日本年金機構から通知があります
ので、確認してください。
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付申請書、本人確認書類（※1）、住民基本台帳カード
（持っている人のみ）

※1 必要な本人確認書類は、交付窓口と申請窓口で異
なります。詳細については、問い合わせてください。

※カードの交付は、申請から1カ月程度かかります。

申請・問い合わせ先  市民課市民窓口担当・受付戸籍担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141 

7月20日㈯に開設します
マイナンバーカード交付・申請臨時窓口

　マイナンバーカードの交付・申請窓口を、休日に
開設します。当日は、写真の無料撮影や申請書の
記載補助、発送代行を行います。
　マイナンバーカードを持っていると、本人確認書
類として使用できる他、証明書のコンビニ交付など
も利用できます。まだ持っていない人は、ぜひこの
機会を利用してください。
○交付窓口（事前予約不要）

対象　申請した人のうち、交付通知書（はがきか
手紙）を受け取った人

開設日時　7月20日㈯
午前9時〜正午

場所　市役所1階市民課
交付に必要なもの　交付通知書、通知カード、

本人確認書類（※1）、住民基本台帳カード（持
っている人のみ）

○申請窓口（要事前予約）
開設日時　7月20日㈯
　午前9時〜午後5時
場所　市役所1階市民課
事前予約方法　7月16日㈫から、電話（市役所開

庁時間中）で希望の時間帯を伝える
※事前予約の受け付けは、定員（50人）に達する

までです。早めの連絡をお願いします。
申請に必要なもの　通知カード、個人番号カード交

応募・問い合わせ先

都市計画課計画担当（〒816-8501春日市役所）

☎️（584）1111㈹　F（584）1143 

第2次市都市計画マスタープラン、第2次市緑の基本計画
市民委員募集

まちづくりの指針となる「都市計画マスタープラン
（基本計画）」と、緑を守り育てていくための指針と
なる「緑の基本計画」を策定するための委員を募集
します。
対象　市に居住する18歳以上の人（平成31年4月1

日現在）
※現在、市の附属機関の委員になっている人は、

応募できません。

任期　9月下旬〜令和3年3月31日
報酬　会議出席１回当たり3,240円
募集人員　5人程度
選考方法　書類審査
応募方法　7月16日㈫〜8月5日㈪（午後5時必着）に、

所定の応募用紙と小論文（課題「こんな街に住みたい
〜春日市のまちづくりについて〜」1,200字程度）を
提出する（郵送可）

※応募用紙は、市ウェブサイトから入手できます。小
論文は、原稿用紙への手書きかワードなどの文書作
成ソフトで作成してください。

※選考結果は9月上旬までに通知します。
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問い合わせ先  選挙管理委員会事務局選挙担当
☎️（584）１１11㈹　F（584）1142

必ず行くけん　投票！
第25回参議院議員通常選挙

　参議院議員通常選挙を実施するにあたり、各世帯に、
投票所入場整理券と期日前投票宣誓書を封書で郵送し
ます。投票の際は、必ず自分の入場整理券を切り離し
て投票所に持参し、受付に提示してください。入場整
理券が届かなかったり、紛失したりした場合でも、選挙
人名簿に登録されていれば、投票所で再交付の手続き
ができます。投票所で係員に申し出てください。
投票日時　7月21日㈰　午前7時〜午後8時
場所　投票所入場整理券に記載されている投票所（各

小学校体育館）
※投票所の駐車場には限りがあります。できるだけ公

共交通機関を利用するか、自転車や徒歩で来場して
ください。

投票できる人　平成13年7月22日までに生まれ、平成
31年4月3日以前から3カ月以上引き続き市の住民基
本台帳に登録がある人

※4月4日以降に市に転入の届け出をした人は、前住所
地で投票できることがあります。前住所地の選挙管
理委員会に問い合わせてください。

投票方法

▽選挙区選挙
投票用紙に「候補者氏名」を記入して投票します。

一定の得票数に達した、得票数の多い候補者から順
に当選します。

▽比例代表選挙
　　投票用紙に「候補者氏名」または「政党名」を記入し

て投票します。
　　この選挙は、原則「非拘束名簿式」です。政党が届

け出る候補者名簿は、当選人となる順位が決められ
ていません。そこで、各政党の総得票数（各候補者
の得票数＋政党の得票数）に応じて政党ごとの当選人
の数が決まり、各政党で得票数の多い候補者から順
に当選します。ただし、政党が一部の候補者を優先
して当選すると設定した場合、得票数に関わらず、
設定された候補者が優先的に当選します。

開票日時　7月21日㈰　午後９時〜
開票場所　総合スポーツセンターサブアリーナ
○期日前投票
　　投票日当日に、仕事や旅行で投票できない人は、

事前に「期日前投票」をすることができます。期日前
投票をする際は、事前に郵送する「投票所入場整理
券」と「期日前投票宣誓書」（あらかじめボールペンで
必要事項を記入）を持ってきてください。
投票期限　7月20日㈯
※土・日曜日、祝日も投票できます。
時間　午前8時30分〜午後8時
場所　市役所4階404〜406会議室

○不在者投票
　詳しくは、入院・入所している病院や福祉施設、
最寄りの選挙管理委員会に問い合わせてください。

▽病院や福祉施設など
県選挙管理委員会が指定した病院や福祉施設に

入院･入所している人は、その施設内で不在者投
票をすることができます。

▽出張・旅行先
長期の出張や旅行などで他市町村に滞在中の人

は、最寄りの選挙管理委員会で不在者投票をする
ことができます。

問い合わせ先  総合スポーツセンター
☎️（571）3234　F（585）1634 

問い合わせ先  都市計画課公園担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1143 

　家族や友人と、ぜひ利用してください。
※動きやすい服装で来てください。
対象　高校生以下の人
※高校生以下を含むグループでの利用もできます。
日時　７月29日㈪
　午前10時〜午後４時
対象施設　総合スポーツセンターサブアリーナ

無料開放します
総合スポーツセンターサブアリーナ

水遊びしませんか
白水大池公園噴水稼働

　白水大池公園管理棟前にある噴水を稼動します。
噴水付近で遊ばせるときには、紙おむつの使用は
遠慮してください。
期間　7月20日㈯〜8月31日㈯
時間　午前10時〜午後4時
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日頃の練習の成果を発表

第27回かすが芸術祭
　６月15日・16日、ふれあい文化センターで、市
文化協会が主催する第27回かすが芸術祭「未来へ
つなぐ」が開催されました。
　期間中は、絵画や水墨画、写真、書道などの文
芸美術を展示。また、スプリングホールでは、ダ
ンスやコーラス、舞踊、民謡などの舞台演技が披
露されました。来場者も、身近に文化や芸術を感
じることができ、楽しんでいました。

▲民俗楽颯響（さっきょう）による「春日の発掘民謡と白水池」

老若男女が一緒に楽しめる

カローリング教室開催
　6月20日、総合スポーツセンターで、カローリン
グ教室を開催しました。カローリングとは、体育館
などで行えるカーリングに似たニュースポーツで、
誰でも気軽に楽しめます。同教室は、誰もがスポ
ーツに親しむことを目的に、3カ月に1度開催してお
り、当日は、市スポーツ推進委員がルールや投球
のコツを指導。子どもから高齢者まで約23人が参
加し、カローリングを楽しみました。

▲ジェットローラーの軌道を見守る参加者

高齢者の体や認知症について劇で表現

須玖保育所認知症サポーター養成講座

学校・家庭・地域が連携

大人参加型授業「東中塾」

　６月19日、須玖保育所で、介護保険サービス事
業所「グループホームさわやかテラス春日」の職員
が、園児と保育士合わせて約１００人を対象に、認
知症サポーター養成講座を行いました。
　講座では、職員と保育士による劇などを通して、
高齢者の体の動きや認知症について学びました。
園児たちは、熱心に聞き入って、職員の問いかけ
に元気に手を挙げて答えていました。

　春日東中学校で、平成25年から毎年開催されて
いる「東中塾」。これは、生徒と校区内の人が一緒
に学習活動を行うもので、一部、地域の人が講師
を務める講座もあります。
　今年度の講座は全19コース。ヨガや手芸、詩吟、
ギター、絵画など、さまざまな種類の講座を、２・
３年生が受講しています。10月の文化発表会で、
受講の成果を発表する予定です。

▲介護保険サービス事業所の職員による演技

▲リーフレット作成講座
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ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
教
育
課
社
会

教
育
・
読
書
推
進
担
当

☎（
５
７
５
）４
１
２
１

F（
５
９
３
）７
３
８
０

出
会
い
の
場
を
提
供
し
ま
す

第
２
回
春
日
Ｃカ
ラ

ー

О
Ｌ
Ａ
Ｒ

春
を
つ
く
ろ
う
婚
活
街
コ
ン
参
加
者
募
集

　
春
日
公
園
で
出
会
い
の
場
を
設
け

た
後
、
飲
食
店
で
交
流
会
を
行
い
ま

す
。

対
象　
市
お
よ
び
市
近
郊
に
居
住
す

る
20
〜
40
歳
代
の
独
身
男
女

日
時　
７
月
28
日
㈰

午
後
４
時
〜
９
時（
受
付
：
午
後

３
時
30
分
〜
）

場
所　
春
日
公
園
内
会
議
場
・
広
場

な
ど（
原
町
３ｰ

１ｰ

４
）

※
集
合
場
所
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

定
員　
男
女
各
20
人（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　
１
人
５
０
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
Ｃ
О

Ｌ
Ａ
Ｒ
春
を
つ
く
ろ
う
実
行
委
員

会
☎
０
９
０（
７
４
５
７
）６
３
０
１

（
内う

ち
の野
）

☎
０
９
０（
９
５
８
２
）１
７
６
３

（
池い

け
だ田
）

開
催
し
ま
す

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地

盆
踊
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

日
時　
８
月
７
日
㈬

　
午
後
６
時
〜
９
時

※
駐
屯
地
の
一
般
開
放
は
、
午
後
５

時
30
分
〜
９
時
で
す
。

場
所　

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地

（
大
和
町
５ｰ

12
）

内
容　
音
楽
演
奏
、
太
鼓
演
舞
、
盆

踊
り
、
打
ち
上
げ
花
火
、
売
店
な

ど
注
意
事
項

▽
車
・
バ
イ
ク
・
自
転
車
で
の
入
場

は
で
き
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
自
転
車
は
、
日
の
出
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
停
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
午
後
８
時
か
ら
10
時
ま
で
、
福
岡

駐
屯
地
正
門（
大
和
町
側
）か
ら
坂

口
町
交
差
点
間
を
車
両
通
行
止
め

と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
駐
屯
地
広
報
班

☎（
５
９
１
）
１
０
２
０（
内
線
：

５
５
８
５
）

F（
５
９
３
）４
９
８
８

み
ん
な
で
見
よ
う

白
水
大
池
公
園
星
の
館

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
観
望
会（
無
料
）

　
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
は
、
年
に

一
度
、
こ
の
時
期
に
し
か
見
ら
れ
な

い
天
文
現
象
で
す
。
１
月
の
し
ぶ
ん

ぎ
座
流
星
群
と
12
月
の
ふ
た
ご
座
流

星
群
と
並
ん
で
三
大
流
星
群
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
高
校

生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時　
８
月
13
日
㈫

　
午
後
９
時
30
分
〜
11
時

※
悪
天
候
の
場
合
、
中
止
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

場
所　
白
水
大
池
公
園
星
の
館

定
員　
50
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

※
結
果
は
、
締
め
切
り
後
に
通
知
し

ま
す
。

申
込
方
法 

７
月
31
日
㈬（
必
着
）ま

で
に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
面
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
任
意
）、「
流

星
群
観
望
会
参
加
希
望
」と
記
入

し
、
返
信
面
に
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
て
送
る

※
複
数
人（
家
族
な
ど
）で
申
し
込
む

場
合
は
、
参
加
す
る
人
全
員
の
氏

イ
ベ
ン
ト  Event

名
・
年
齢
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
地
域
教
育
課
社
会
教
育
・

読
書
推
進
担
当（
〒
816ｰ

０
８
３
１

大
谷
６ｰ

24
）

問
い
合
わ
せ
先　
白
水
大
池
公
園
星

の
館

☎（
５
５
８
）９
０
９
９

F（
５
５
８
）９
０
２
３

starpalace@
skyblue.ocn.

ne.jp

ぶ
ど
う
の
庭
石
窯
ク
ラ
ブ

親
子
で
体
験
し
ま
せ
ん
か

石
窯
ピ
ザ
と
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
料
理

石
窯
ピ
ザ
を
生
地
か
ら
作
り
ま
す
。

ま
た
、
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で
ロ
ー
ス

ト
チ
キ
ン
や
焼
き
リ
ン
ゴ
、
パ
ン
作

り
に
も
挑
戦
し
ま
す
。

日
時　
７
月
28
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ぶ
ど
う
の
庭

参
加
費　
大
人
：
１
０
０
０
円
、
子

ど
も
：
５
０
０
円（
未
就
学
児
は

無
料
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
７
月
26
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ

ー
・
ぶ
ど
う
の
庭

☎（
５
８
９
）３
３
８
８

F（
５
８
９
）３
３
９
９

info@
budounoniw

a.com

子
ど
も
も
大
人
も
大
歓
迎

み
ん
な
で
つ
く
っ
て
遊
ぼ
う

ふ
れ
あ
い
体
験
王
国

市
あ
そ
び
名
人
の
会
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
遊
び
を
教
え
る「
ふ
れ
あ
い
体

験
王
国
」を
開
催
し
ま
す
。

楽
し
く
体
験
し
て
夏
の
思
い
出
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
、
市
あ
そ
び
名
人
の
会
員
と

一
緒
に
、
子
ど
も
た
ち
の
体
験
を

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
人
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

日
時　
８
月
４
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
容　
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
竹
笛
、

竹
ぽ
っ
く
り
、
ぶ
ん
ぶ
ん
ゴ
マ
、

ス
ト
ロ
ー
ト
ン
ボ
な
ど

※
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
よ
っ
て
は
、
材

料
に
限
り
が
あ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
保
護
者
と
一
緒
に
参

加
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

材
料
費　
１
０
０
円

※
１
０
０
円
で
全
て
の
体
験
が
で
き
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ス
ポ
ー
ツ  Sports

置
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
担
当（
〒
816ｰ

０
８
３
１
大
谷
６ｰ

28
）

☎（
５
７
１
）３
２
４
７

F（
５
７
１
）３
３
０
５

参
加
し
ま
せ
ん
か

春
日
西
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
開
設
40
周
年
記
念

夏
休
み
テ
ニ
ス
体
験
会（
無
料
）

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生

（
テ
ニ
ス
初
心
者
）

日
時

▽
低
学
年（
１
年
〜
３
年
生
）の
部

７
月
29
日
㈪
、
８
月
６
日
㈫

午
後
１
時
〜
２
時

▽
高
学
年（
４
年
〜
６
年
生
）の
部

７
月
30
日
㈫
、
８
月
５
日
㈪

午
後
１
時
〜
２
時

場
所　
春
日
西
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
室
内

参
加
し
ま
せ
ん
か

市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

相
撲
大
会

対
象　
市
に
居
住
、
ま
た
は
市
社
会

教
育
関
係
団
体
な
ど
に
所
属
す
る

小
学
生

日
時　
９
月
15
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
相

撲
場

申
込
方
法　
８
月
20
日
㈫（
必
着
）ま

で
に
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵
便
、
窓

口
の
い
ず
れ
か
で
申
込
書
を
提
出

す
る

※
大
会
要
項
、
参
加
申
込
書
は
、
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
、

温
水
プ
ー
ル
、
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
、
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
、
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
に

コ
ー
ト（
上
白
水
４ｰ

12
）

定
員　
各
10
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で

に
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
時
間
枠
を
伝
え

る
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
西
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ

☎（
５
７
３
）７
２
３
９（
F
兼
用
）

info@
kn-to.com

跳
躍
力
、
瞬
発
力
を
養
い
ま
せ
ん
か

跳
び
箱
教
室

参
加
者
募
集

安
定
し
た
技
や
発
展
技
を
で
き
る

よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

対
象　
年
長
児
〜
小
学
３
年
生

日
程　
８
月
７
日
㈬
〜
９
日
㈮

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
武

道
場
４

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　
３
２
０
０
円（
保
険
料
込

み
）

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
の
で
き
る

服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
込
方
法　
７
月
16
日
㈫
の
午
前
10

時
30
分
か
ら
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ふ
く
よ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎（
５
８
１
）７
７
０
０

F（
５
８
１
）７
９
１
６

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

初
心
者
歓
迎

１
日
卓
球
教
室

対
象　
市
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
小
学
生
以
上
の
人

日
時　
８
月
24
日
㈯

午
後
１
時
〜
３
時（
受
付
：
午
後

０
時
30
分
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
卓

球
場
２

受
講
料　
５
０
０
円（
保
険
料
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
８
月
３
日
㈯（
必
着
）ま

で
に
、
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
卓
球
協

会　

遠え
ん
ど
う藤
裕ゆ

み

こ

見
子（
〒
816ｰ

０
８ 

２
４
小
倉
２ｰ

77
）

☎（
５
０
１
）４
７
２
１（
F
兼
用
）

【消費生活センター】
相談日　毎週月〜金曜日
時　間　午前10時〜午後0時15分
　　　　午後1時〜4時
場　所　消費生活センター
　　　　（光町1ｰ73じょなさん内）
※相談は無料です。
☎（584）1155（F兼用）

チケット購入は
よく確かめて

事例
　ラグビーワールドカップ2019TM
のチケットを購入しようとインター
ネットで検索した。一番上に表記
されたサイトに申し込みをし、クレ
ジット決済をした。
　ところが、購入したサイトは、公
式サイトではなく転売仲介サイトで
あることが分かった。公式サイトに
は、「転売チケットは無効」と書いて
あり、キャンセルしようとしたが連
絡が取れない。海外のサイトのよ
うで、交渉もできず困っている。

ひとこと助言　
　観劇やスポーツ観戦のチケット
を購入しようとインターネットで検
索し、誤って転売仲介サイトで購入
してしまったという相談が寄せられ
ています。特に海外の転売仲介サ
イトは、トラブルが起きても解約
金や返金の交渉は困難です。
　「公式サイト以外で購入したチケ
ットは利用できない」とうたってい
るチケットも多いため、購入すると
きは、公式の販売サイトであるこ
とを必ず確認しましょう。
　困ったときは早めに消費生活セ
ンターに相談し
てください。
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来
て
み
ま
せ
ん
か

ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
・
パ
ー
ク
南
部

住
民
開
放
デ
ー

　
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
・
パ
ー
ク
南
部

を
開
放
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
施
設
の
安
全
性
や
環
境
へ
の
配

慮
を
体
感
し
ま
せ
ん
か
。

　
手
作
り
パ
ン
、
菓
子
な
ど
の
販
売

や
来
場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト（
数
量
限
定
）

も
あ
り
ま
す
。

日
時　
８
月
４
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
・
パ
ー
ク

　
南
部

内
容

▽
工
場
見
学
ツ
ア
ー（
事
前
予
約
不

要
）

　
時
間　
午
前
10
時
〜（
全
５
回
）

　
定
員　
各
回
40
人
程
度（
当
日
先

着
順
）

▽
子
ど
も
服
無
料
お
譲
り
会

対
象　
工
場
見
学
ツ
ア
ー
参
加
者

※
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

▽
蜜
ろ
う
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り

　
定
員　
２
０
０
人（
当
日
先
着
順
）

　
参
加
費　
１
回
50
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
㈱
創
造
の

森
☎（
５
８
９
）７
８
０
０

F（
５
８
９
）７
８
０
２

発
送
予
定
）。

▽
当
選
品
は
、
８
月
26
日
㈪
〜
30
日

㈮
の
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

に
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

▽
来
場
者（
本
人
）の
申
し
込
み
に
限

り
ま
す
。

▽
自
転
車
・
ス
チ
ー
ル
家
具
類
は
、

１
住
所
で
各
１
点
ま
で
申
し
込
め

ま
す
。

▽
同
一
住
所（
別
世
帯
も
含
む
）で
複

数
は
が
き
で
の
申
し
込
み
の
場
合

は
、
全
て
無
効
で
す
。

▽
自
転
車
は
、１
台
２
６
０
０
円（
防

犯
登
録
料
６
０
０
円
を
含
む
）が

必
要
で
す
。

▽
自
転
車
の
申
し
込
み
は
、
前
回
の

当
選（
当
選
辞
退
も
含
む
）か
ら
１

年
以
上
経
過
し
た
人
が
対
象
で
す
。

▽
ス
チ
ー
ル
家
具
類
の
当
選
後
、
引

き
取
り
が
な
い
場
合
、
そ
の
後
の

１
年
間
は
申
し
込
み
が
で
き
ま
せ

ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
プ
ラ
ザ

☎（
５
９
６
）７
０
６
６

F（
５
９
５
）４
１
４
０

子育て通信
参加してみませんか？「はじめまして♪あかちゃん」
　待望の赤ちゃんが生まれて、喜びもつかの間。赤ちゃん
は「お腹がすいた」、「おむつ替えて」と泣いてばかり。赤ち
ゃんが元気な証拠ですが、近くに知り合いもいないし、初
めての子育てに、戸惑うことも。
　そんな新米ママ・パパにぴったりな須玖児童センターで
行われている事業が「はじめまして♪あかちゃん」です。こ
の会は、生後２カ月から６カ月の赤ちゃんとその保護者を
対象にした会で、市内の遊び場所の情報を伝えたり、「タ
ッチケア」、「ふれあいあそび」、「グループワーク」を行った
りと、参加者同士で交流を深めます。終了後も、児童セ
ンターやサロンなどで交流が続いている人たちも数多くい
ます。
　子育てを始めたばかりの人で、子育ての情報を知りたい

人や友達を作りたい人は、ぜひ参加してください。
　この他、須玖児童センターでは「親子でぎゅっ」、「子育
て講演会」などの事業や、随時、子育てのアドバイスや相
談なども行っています。一度、遊びに来ませんか。

http://w
w

w
.sozo-no-m

ori.
com

/

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

第
２
回
リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

自
転
車
や
ス
チ
ー
ル
家
具
な
ど

　
ご
み
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
再
利

用
で
き
る
自
転
車
の
販
売
と
、
ス
チ

ー
ル
家
具
類（
陶
器
な
ど
を
含
む
）の

譲
渡
を
行
い
ま
す
。

対
象　
春
日
市
・
大
野
城
市
に
居
住

し
て
い
る
人

場
所　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

展
示
期
間　
８
月
６
日
㈫
〜
11
日
㈰

（
10
日
㈯
を
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

展
示
品
目　
自
転
車（
約
30
台
）、
ス

チ
ー
ル
家
具
類（
約
１
０
０
点
）、

日
替
わ
り
品（
希
望
者
は
マ
イ
バ

ッ
グ
持
参
）

申
込
方
法　
期
間
中
に
、
同
プ
ラ
ザ

で
申
込
書
を
受
け
取
り
、
必
要
事

項
を
記
入
し
た
後
、
持
参
し
た
62

円
は
が
き（
表
面
に
申
込
者
の
住

所
と
氏
名
を
記
入
、
裏
面
が
無
記

入
で
白
紙
の
も
の
）と
一
緒
に
提

出
す
る

抽
選
・
引
き
取
り

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、
８
月
16
日

㈮
の
午
前
９
時
に
抽
選
を
行
い
、

抽
選
結
果
を
申
込
者
全
員
に
は
が

き
で
知
ら
せ
ま
す（
８
月
22
日
㈭

問い合わせ先
こども未来課児童担当（須玖児童センター内）
☎️（573）2431　F（584）7739
　 sugu_j@city.kasuga.fukuoka.jp

環
境  Environm

ent
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課
障
が
い
担
当（
〒
816ｰ

８
５
０
１

春
日
市
役
所
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
５
４

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

普
通
救
命
講
習
Ⅱ

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会（
無
料
）

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）、
そ
の
他

の
応
急
処
置
を
身
に
付
け
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
す
る
中
学
生
以
上
の
人
、
市

体
育
協
会
会
員

日
時　
８
月
25
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時（
受

付
：
午
前
９
時
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
３

階
武
道
場
１・２

講
師　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消

防
本
部
職
員

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
飲

み
物
、
蘇
生
用
の
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
遅
刻
・
途
中
退
席
し
た
場
合
は
、

修
了
証
を
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

場
所　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消

防
本
部（
春
日
２ｰ

２ｰ

１
）

定
員　
60
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

受
講
料　
３
５
０
０
円

申
込
方
法　
７
月
21
日
㈰
以
降
に
、

申
請
書
を
同
消
防
本
部
、
消
防
署

ま
た
は
各
出
張
所
の
い
ず
れ
か
に

提
出
す
る（
郵
送
・
電
話
で
の
申

込
不
可
）

※
本
人
確
認
を
行
う
た
め
、
受
付
の

際
に
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人

確
認
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
窓
口
か
同
消
防
署
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト（http://fukuoka.

kon119.or.jp

）か
ら
入
手
で
き

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
本

部
予
防
課
予
防
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
６

F（
５
８
４
）１
２
０
０

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
者
募
集

対
象　
介
護
業
務
に
従
事
し
よ
う
と

す
る
人
や
従
事
し
て
い
る
人
の
う

ち
、
市
内
に
居
住
し
住
民
票
が
あ

る
人

期
間　
９
月
７
日
〜
令
和
２
年
３
月

レ
サ
コ（
１
回
以
上
受
講
し
て
い

る
人
）

申
込
方
法　
８
月
９
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

修
了
番
号（
修
了
証
を
持
っ
て
い

る
人
の
み
）を
伝
え
る

※
申
請
書
は
、
市
体
育
協
会
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://kasuga-taikyo.

com
/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
体
育
協

会
☎（
５
７
４
）９
１
３
１

F（
５
７
４
）９
１
３
８

kasuga.taikyo@
gm

ail.com

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

参
加
者
募
集

　
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の

社
会
福
祉
施
設（
10
人
以
上
収
容
）、

店
舗
や
飲
食
店
な
ど
の
不
特
定
多
数

の
人
が
出
入
り
す
る
建
物（
30
人
以

上
収
容
）、
工
場
や
共
同
住
宅
な
ど

（
50
人
以
上
収
容
）は
、
消
防
法
で
防

火
管
理
者
を
選
任
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得

す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

日
時　
８
月
21
日
㈬
・
22
日
㈭

学
び
ま
せ
ん
か

手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会

受
講
生
募
集

聴
覚
障
が
い
者
の
大
切
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る
、
手
話

を
学
ぶ
養
成
講
座
で
す
。

対
象　
市
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人
で
、
受
講
後
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
人

※
平
成
26
〜
30
年
度
に
同
講
座
を
受

講
し
た
人
は
、
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

日
程　
９
月
３
日
〜
令
和
２
年
10
月

の
毎
週
火
曜
日（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
全
46
回
）

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

※
９
月
３
日
㈫
の
み
、
開
講
式
の
た

め
午
前
10
時
開
始
で
す
。

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇

町
３ｰ

１
０
３
）

受
講
料　
テ
キ
ス
ト
代（
３
２
４
０

円
）、
保
険
料（
実
費
）

定
員　
40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　
８
月
23
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所（
市

外
居
住
者
は
勤
務
先
・
学
校
名
）、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話

番
号
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
、
受
講

動
機
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援

７
日
の
指
定
さ
れ
た
土
曜
日（
全

25
回
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
内

容
に
よ
っ
て
変
更
あ
り
）

場
所　
大
博
多
ビ
ル（
福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
前
２ｰ

20ｰ

１
）、
八
重

洲
博
多
ビ
ル（
福
岡
市
博
多
区
博

多
駅
東
２ｰ

18ｰ

30
）他

定
員　
７
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

受
講
料　
２
万
円（
交
通
費
、
昼
食

代
な
ど
は
別
途
受
講
者
負
担
）

※
遅
刻
、
欠
席
、
早
退
に
伴
う
補
講

は
３
回
ま
で
で
す
。
そ
れ
以
上
の

場
合
は
、
別
途
補
講
料
が
か
か
り

ま
す
。

申
込
方
法　
８
月
21
日
㈬
ま
で
に
、

市
高
齢
課
に
あ
る
受
講
申
込
書
に

記
入
し
、
提
出
す
る

※
申
し
込
み
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
指

定
指
導
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）３
０
９
０

講
演
・
講
座  Lecture
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大
人
と
同
じ
食
材
を
使
う

手
作
り
に
挑
戦

離
乳
食
教
室

託
児（
生
後
５
〜
８
カ
月
、
１
人

３
０
０
円
、
先
着
15
人
、
要
申
し
込

み
）が
あ
り
ま
す
。

対
象　
生
後
５
〜
８
カ
月
児
の
保
護

　
者

日
時　
８
月
28
日
㈬ 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
受
付
：

午
後
１
時
〜
）

内
容　
離
乳
初
期（
５
カ
月
）か
ら
離

乳
中
期（
８
カ
月
）ま
で
の
離
乳
食

の
進
め
方
の
講
義
、
調
理
実
習
、

試
食

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
栄
養

指
導
室

参
加
費　
２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込
方
法　
７
月
16
日
㈫
〜
31
日
㈬

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の
名

前
・
性
別
・
生
年
月
日
、
託
児
の

有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

親
子
で
交
流
し
ま
し
ょ
う

参
加
し
ま
せ
ん
か

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
生
後
２
〜

６
カ
月
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
が
対

象
で
す
。

日
時　
８
月
２
日
㈮
・
６
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

定
員　
15
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込
方
法　
７
月
17
日
㈬
〜
31
日
㈬

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
子
ど
も
の
名

前
・
生
年
月
日
、
居
住
地
区
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未

来
課
児
童
担
当

☎（
５
７
3
）２
４
３
１

F（
５
８
４
）７
７
３
９

su
gu

_j@
city.kasu

ga.
fukuoka.jp

一
人
親
家
庭
対
象

就
労
支
援
出
張
相
談
会
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
職
業
興
味
検
査
）

○
就
労
支
援
出
張
相
談
会

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
期
間

中
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
ひ
と
り
親

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
就
労
支
援

員
が
、
就
労
相
談
に
個
別
に
応
じ

る
出
張
相
談
を
行
い
ま
す
。

就
職
、
転
職
や
職
業
訓
練
、
就

労
に
関
す
る
悩
み
な
ど
を
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

担
当
機
関
・
日
時

▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

８
月
８
日
㈭
・
15
日
㈭
・
22
日

㈭午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
５
時

８
月
29
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

▽
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

８
月
20
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
３
時

※
相
談
時
間
は
、
40
分
程
度
で
す
。

※
こ
の
出
張
相
談
会
以
外
に
も
、

毎
週
木
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
、

巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
職
業
興
味
検

査
）

　
自
分
の
仕
事
に
関
す
る
興
味
を

分
析
す
る
適
職
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
８
月
29
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

定
員　
８
人（
申
込
先
着
順
）

場
所　
市
役
所
２
階
市
民
相
談
室

申
込
方
法　
電
話
か
窓
口
で
予
約
す

る
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未

来
課
母
子
児
童
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
１
５

夏
は
性
犯
罪
に
注
意

　
毎
日
ど
こ
か
で
性
犯
罪
は
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
「
家
に
帰
る
」と
い
う
日
常
を
、

防
犯
と
い
う
意
識
で
見
直
し
、
自

己
防
衛
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

屋
外
で
の
注
意
事
項

▽
時
々
振
り
返
る
な
ど
、
周
囲
へ

の
警
戒
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

▽
携
帯
電
話
を
操
作
し
な
が
ら
な

ど
の「
な
が
ら
歩
き
」は
し
な
い

▽
遠
回
り
で
も
、
明
る
く
人
通
り

の
多
い
道
を
選
ぶ

屋
内
で
の
注
意
事
項
　

▽
高
層
階
で
あ
っ
て
も
し
っ
か
り

戸
締
り
を
す
る

▽
女
性
の
一
人
暮
ら
し
と
悟
ら
れ

な
い
よ
う
工
夫
す
る（
ポ
ス
ト

に
鍵
を
か
け
る
、
洗
濯
物
は
な

る
べ
く
外
に
干
さ
な
い
、
カ
ー

テ
ン
の
色
を
控
え
る
な
ど
）

▽
寝
る
前
に
玄
関
や
窓
の
鍵
が
掛

か
っ
て
い
る
か
確
認
す
る　
　
　

問
い
合
わ
せ
先

▽
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

　
☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

▽
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ

く
り
推
進
室

　
☎（
５
８
０
）０
１
１
０

福
祉  W

elfare

子
育
て  Parenting
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詠
進
要
領

○
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌

で
１
人
１
首
と
し
、
未
発
表
の
も

の
に
限
る

○
習
字
用
の
半
紙
を
横
長
に
使
い
、

右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

氏
名（
本
名
・
ふ
り
が
な
を
付
け

る
）、生
年
月
日
、性
別
、職
業（
な

る
べ
く
具
体
的
に
）を
縦
書
き
す

る（
書
式
図
参
照
）

※
無
職
の
場
合
は「
無
職
」と
記
載

し
、
以
前
職
業
に
就
い
た
こ
と

が
あ
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
元

の
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ
い

（
主
婦
の
場
合
は「
主
婦
」で
可
）。

○
記
載
事
項
は
全
て
毛
筆
で
自
書
す

る※
海
外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
は
、

用
紙
は
任
意（
た
だ
し
半
紙
サ

イ
ズ
24
c ×
33
c ）と
し
、
毛

筆
で
な
く
て
も
可
で
す
。

○
病
気
や
身
体
障
が
い
の
た
め
、
毛

筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
次
の
方
法
で
詠
進
す
る

▽
代
筆（
墨
書
）で
詠
進
し
、
代
筆

の
理
由
と
代
筆
者
の
住
所
・
氏

名
を
別
紙
に
書
い
て
添
え
る

▽
本
人
な
ど
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
を
使
っ
て
印
字
し
、

こ
れ
ら
の
機
器
を
利
用
し
た
理

由
を
別
紙
に
書
い
て
添
え
る

か
、
宮
内
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.kunaicho.

go.jp/

）を
見
て
く
だ
さ
い
。

詠
進・問
い
合
わ
せ
先　
宮
内
庁（
〒

100ｰ

８
１
１
１
宮
内
庁
）

専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す

介
護
と
仕
事
の
両
立
の
た
め
に

休
日
街
か
ど
相
談（
無
料
）

　
家
族
の
介
護
を
し
な
が
ら
働
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
社
会
保

険
労
務
士
・
介
護
支
援
専
門
員
が
、

面
談
や
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

日
程　
７
〜
９
月
、
11
〜
２
月
の
第

４
日
曜
日

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

戦
争
の
悲
惨
さ
を
知
り

平
和
の
尊
さ
を
考
え
よ
う

平
和
祈
念
展
開
催（
無
料
）

　
被
爆
の
惨
状
を
示
す
パ
ネ
ル
の
展

示
な
ど
を
行
い
、
戦
争
を
知
ら
な
い

世
代
に
そ
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ

を
訴
え
ま
す
。

期
間　
７
月
22
日
㈪
〜
29
日
㈪

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
１
階
ア
ト
リ
ウ
ム

内
容　
原
爆
被
災
パ
ネ
ル
の
展
示
、

絵
本
コ
ー
ナ
ー
、
千
羽
鶴
コ
ー
ナ

ー
な
ど

※
千
羽
鶴
は
、
原
爆
慰
霊
碑
に
捧
げ

る
た
め
、
長
崎
原
爆
資
料
館
へ
送

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
支
援
課
地
域

福
祉
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
２

詠
進
し
ま
せ
ん
か

令
和
２
年
歌
会
始

お
題
は「
望
」

令
和
２
年
歌
会
始
の
お
題
は「
望
」

で
す
が
、「
望
」の
字
が
詠
み
込
ま
れ

て
い
れ
ば
、「
希
望
」、「
望
郷
」な
ど

の
熟
語
に
し
て
も
、「
望
む
」の
よ
う

に
訓
読
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

場
所　
イ
オ
ン
大
野
城
店
２
階
Ａ
Ｂ

Ｃ
ー
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
前（
大
野
城
市
錦

町
４ｰ

１ｰ

１
）

電
話
相
談
・
事
前
予
約
・
問
い
合
わ

せ
先　
麻
生
教
育
サ
ー
ビ
ス
㈱

☎
０
９
０（
１
５
１
９
）３
０
２
３

F（
４
８
２
）０
４
５
３

http://m
achikado-kaigoso

udan.aes-m
edicalw

elfare.
com

/

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

管
理
栄
養
士
に
よ
る

栄
養
相
談（
無
料
）

赤
ち
ゃ
ん
の
離
乳
食
や
子
ど
も
の

偏
食
、
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て
、
管
理

栄
養
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
８
月
５
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の
う

ち
１
時
間
程
度

※
別
日
程
で
の
相
談
を
希
望
す
る
人

は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
会
議

室
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

▽
視
覚
障
が
い
が
あ
る
人
は
、
点

字
で
詠
進
す
る
こ
と
も
可
能

注
意
事
項　
次
に
該
当
す
る
場
合

は
失
格
と
す
る

▽
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
、

短
歌
の
定
型
で
な
い
、
用
紙
が

縦
長

▽
１
人
で
２
首
以
上
詠
進
、
毛
筆

で
な
い

▽
詠
進
歌
が
す
で
に
発
表
し
た
短

歌
と
同
じ
、
ま
た
は
著
し
く
類

似
し
て
い
る

▽
歌
会
始
が
行
わ
れ
る
以
前
に
、

新
聞
、
雑
誌
、
そ
の
他
の
出
版

物
、
年
賀
状
な
ど
で
発
表
し
た

も
の
で
あ
る

▽
先
に
述
べ
た
代
筆
の
理
由
書
を

添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆
と

認
め
ら
れ
る
全
て
の
詠
進
歌

▽
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性

別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
書
い

て
い
な
い
も
の
、
そ
の
他
こ
の

詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

送
付
方
法　
９
月
30
日
㈪（
消
印
有

効
）ま
で
に
、
封
筒
に「
詠
進
歌
」

と
書
き
、
送
付
す
る（
詠
進
歌
は

小
さ
く
折
っ
て
封
入
可
）

※
質
問
が
あ
る
場
合
は
、
９
月
20
日

㈮
ま
で
に
、
直
接
宮
内
庁
式
部
職

宛
て
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を
貼
っ

た
封
筒
を
添
え
て
問
い
合
わ
せ
る

健
康  Health

募
集  Recruitm

ent

相
談  C

onsultation
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春
日
風
土
記

第331号

　
人
生
大
逆
転

　
＝
　
石
清
水
八
幡
宮
の
成
清
　
＝

　

石
清
水
八
幡
宮
の
祠し

か
ん官「
成じ

ょ
う
せ
い清
」

が
、
白
水
の
地
名
を
初
め
て
文
書

に
残
し
た
人
で
あ
る
こ
と
は
、
多

く
の
人
が
す
で
に
ご
存
知
で
し
ょ

う
。
こ
の
人
の
人
生
は
、
浮
き
沈

み
の
あ
る
大
変
な
も
の
で
し
た
。

父
は
、
石
清
水
八
幡
宮
の
ト
ッ
プ

で
あ
っ
た「
光こ

う

清せ
い

」で
す
。
成
清
は
、

光
清
が
40
歳
を
過
ぎ
て
で
き
た
子

ど
も
で
す
。
男
子
と
し
て
は
末
子

で
し
た
。
成
清
が
11
歳
の
頃
、
光

清
が
亡
く
な
り
、
父
の
保
護
を
受

け
ら
れ
ず
苦
労
し
ま
す
。
母
が
同

じ
の
男
の
兄
弟
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
母
は
花は

な
ぞ
の
の
こ
だ
い
じ
ん

園
小
大
進
、
姉
に

待ま
ち
よ
い
の
こ
じ
じ
ゅ
う

宵
小
侍
従
が
い
ま
し
た
。
母
も

姉
も
当
時
有
名
な
歌
人
で
、
成
清

が
書
い
た
句
も
新
古
今
和
歌
集
に

一
句
残
っ
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
石
清
水
八
幡
宮
の
主
流

は
、
異
母
兄
の「
勝し

ょ
う
せ
い清
」と
そ
の
子

「
慶け

い

清せ
い

」で
し
た
。
光
清
は
こ
の
２

人
と
仲
が
悪
く
、
次
第
に
争
い
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
永
暦
元

（
１
１
６
０
）年
、
二に

じ
ょ
う条
天
皇
が
石

清
水
八
幡
宮
に
行
幸
し
ま
す
。
そ

の
時
成
清
は
、「
法ほ

う
き
ょ
う橋
」と
い
う
僧

侶
と
し
て
は
上
か
ら
３
番
目
の
高

い
地
位
に
叙
せ
ら
れ
ま
す
が
、
そ

の
時
勝
清
に
よ
っ
て
妨
害
を
受
け

ま
す
。
そ
の
後
は
、
苦
労
し
て
宇

佐
の
弥
勒
寺
講
師
職（
最
高
官
）を

得
ま
す
。

　

し
か
し
、
彼
を
支
援
し
て
い
た

建け
ん
し
ゅ
ん
も
ん
い
ん

春
門
院（
後ご

し
ら
か
わ
い
ん
ひ

白
河
院
妃
、
平た

い
ら
の　

清き
よ

盛も
り

の
妻
の
妹
）が
安
元
２（
１
１
７ 

６
）年
に
亡
く
な
る
と
、
立
場
が
悪

く
な
り
、
治
承
４（
１
１
８
０
）年

に
は
、
弥
勒
寺
講
師
の
職
を
、
勝

清
の
子
ど
も
で
あ
る
慶
清
に
よ
っ

て
奪
わ
れ
ま
す
。
そ
の
間
に
も
、

宇
美
八
幡
の
荘
園
の
領
有
争
い
で

敗
訴
し
ま
す
。
成
清
は
失
脚
し
、

石
清
水
に
い
ら
れ
な
く
な
り
、
高

野
山
随
心
院
に
隠
棲
し
ま
す
。
当

時
は
平
家
の
世
の
中
。
勝
清
、
慶

清
ら
の
石
清
水
の
主
流
は
、
平
家

と
仲
が
良
く
、
平
家
の
た
め
に
祈

り
を
し
て
い
ま
し
た
。
石
清
水
八

幡
宮
が
、
朝
廷
や
平
氏
と
密
接
な

関
係
を
持
つ
の
は
当
然
の
こ
と
で

し
た
。
慶
清
に
も
、
他
の
選
択
肢

は
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
家
の
政
権
は
倒
れ

ま
す
。
源

み
な
も
と
の　

頼よ
り
と
も朝
は「
宮
寺（
石
清

水
八
幡
宮
）中
に
、
平
氏
祈
ら
ず
者

を
選
ば
れ
る
」と
平
家
寄
り
の
も
の

を
排
斥
し
ま
す
。
そ
こ
で
平
家
と

は
距
離
を
置
い
て
い
た
成
清
に
、

白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
で
す
。
文

治
元（
１
１
８
５
）年
、
成
清
は
弥

勒
寺
講
師
に
再
び
戻
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
そ
の
後
、
文
治
４（
１
１ 

８
９
）年
、
高
野
山
を
出
て
、
石
清

水
の
最
高
官「
別
当
」に
な
り
ま
し
た
。

皮
肉
な
結
果
で
す
。

　

成
清
も
兄
の
家
系
と
争
わ
ず
、

そ
こ
そ
こ
の
地
位
に
我
慢
し
て
い

れ
ば
、
別
の
結
果
に
な
っ
て
い
た

で
し
ょ
う
。
平
穏
な
一
生
を
過
ご

せ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

名
前
は
残
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
彼
の
家
系
は
善
法
寺
家

と
し
て
、
田た

な
か中
家（
勝
清
、
慶
清
の

家
系
）と
石
清
水
八
幡
宮
を
二
分
す

る
家
系
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

失
脚
が
大
成
功
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
人
間
分
か
ら
な
い
も
の
で

す
。
成
清
は
失
意
の
中
で
彼
を
保

護
し
た
高
野
山
に
恩
義
を
感
じ
、

後
年
、
自
分
の
号（
苗
字
の
よ
う
な

も
の
）を「
高こ

う
や野
」と
名
乗
り
ま
し
た
。

　

春
日
市
郷
土
史
研
究
会　寺て

ら
さ
き﨑　

直な
お
と
し利▲成清が院主であった宝塔院

で
き
て
い
ま
す
か

上
手
な
薬
の

服
用
・
管
理

薬
は
、
適
切
に
服
用
し
て
こ
そ
効

果
が
得
ら
れ
ま
す
。
誤
っ
た
服
用
は
、

か
え
っ
て
症
状
を
悪
化
さ
せ
た
り
、

医
療
費
を
増
加
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
次
の
点
に
注
意
し
て
、
薬
を
上
手

に
服
用
し
ま
し
ょ
う
。

薬
を
上
手
に
服
用
す
る
た
め
の
ポ
イ

ン
ト

▽
む
や
み
に
薬
を
欲
し
が
ら
な
い

必
要
以
上
の
薬
は
、
副
作
用
な

ど
で
体
へ
の
負
担
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
結
果
的
に
残
薬
が
多
く
な

り
、
医
療
費
の
無
駄
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
市
は
、
複
数
の
医
療

機
関
か
ら
、
同
じ
薬
を
重
複
し
て

処
方
し
て
も
ら
っ
て
い
る
人
に
対

し
て「
薬
と
の
上
手
な
付
き
合
い

方
」の
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
お
薬
手
帳
は
１
冊
に
ま
と
め
る

お
薬
手
帳
は
、
今
ま
で
の
自
分

の
病
気
、
副
作
用
や
ア
レ
ル
ギ
ー

な
ど
の
情
報
を
正
し
く
伝
え
、
安

心
し
て
薬
を
服
用
す
る
た
め
に
必

要
な
記
録
で
す
。

複
数
の
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
１
冊
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際

に
は
必
ず
持
参
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▽
薬
の
飲
み
残
し
は
相
談
を

飲
み
残
し
が
あ
る
場
合
は
、
薬

局
に
残
薬
を
持
参
す
れ
ば
、
か
か

り
つ
け
医
と
相
談
し
て
、
処
方
さ

れ
る
薬
の
数
を
調
整
し
て
く
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
服
用
し
や
す
い
工
夫
を

薬
の
種
類
が
多
い
と
き
は
、
薬

局
で
1
回
の
服
用
分
ず
つ
を
小
分

け（
一
包
化
）に
し
て
も
ら
え
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
お
薬
カ
レ
ン
ダ

ー
の
利
用
な
ど
、
服
薬
管
理
を
し

や
す
い
方
法
を
薬
剤
師
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク（
後
発
医
薬
品
）に

変
更
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
と
は
、
特
許
が

切
れ
た
新
薬
と
同
じ
効
能
・
効
果

を
持
つ
医
薬
品
で
す
。

新
薬
に
比
べ
て
価
格
が
安
い
の

で
、
医
療
費
の
節
約
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
医
師
に
相
談
し
、
積
極

的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課

成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１
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一生に一度が春日市に

相 談 窓 口 ※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

法律・生活・行政など
●春日市無料法律相談　☎（584）1148

第3水曜日：10時〜16時/市役所2階市民相談室
（第1水曜日9時以降の平日に電話予約、先着15人）

●春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど
月〜金曜日：10時〜12時15分、13時〜16時/じょなさん

●市生活困窮者自立相談支援窓口くらしサポート「よりそい」
　☎（515）2098  F（581）7258

月〜金曜日（年末年始、祝日を除く）※土・日曜日は要相談
： ８時30分〜17時/市社会福祉センター

●定例行政相談　☎（584）1201（面談相談のみ）
国の行政に関すること　第4火曜日（10月を除く）：10時〜15
時/市役所2階市民相談室（予約不要）

●福岡県交通事故相談所　☎（643)3168  ☎（622）0403
月〜金曜日:9時〜17時（受付は16時まで）/福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉

●春日市子ども・子育て相談センター　☎（584）1015 F（501）0051
月〜金曜日：8時30分〜17時/いきいきプラザ

●児童虐待相談　児童相談所全国共通:189（いちはやく）
●福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日：8時30分〜17時15分/電話相談は24時間受付
●養育費に関する電話相談　☎（584）3931

月〜金曜日：9時〜17時（祝日、年末年始を除く）、土曜日、第1・
3日曜日：9時〜16時/ひとり親サポートセンター春日センター

高齢者の介護や福祉
●北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
●南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069

月〜金曜日：8時30分〜17時、土曜日：8時30分〜12時30分（祝日、年末年始を除く）
人　権

●定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201（面談相談のみ）
第1火曜日（6月を除く）：10時〜15時/市役所2階市民相談室（予約不要）

●福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日：8時30分〜17時15分/福岡法務局筑紫支局
暴力・DV・セクハラの相談

●春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日：8時30分〜17時/じょなさん

●ちくし女性ホットライン　☎（513）7335
月・水〜金曜日：12時〜19時、土曜日：10時〜17時（祝日、年末年始を除く）

●福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日：9時〜17時（祝日を除く金曜日のみ18時〜20時30分）/
福岡県男女共同参画センター（8月13〜15日、年末年始を除く）
不安・悩みごと

●福岡県警察本部犯罪被害相談「心のリリーフ・ライン」　☎（632）7830
　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）：9時〜17時45分
●心配ごと相談　☎（581）7225

暮らしの問題や悩み　水曜日：13時〜16時/市社会福祉センター
●福岡いのちの電話　☎（741）4343

さまざまな悩みや不安　24時間受付/匿名可/インターネット相談あり
（http://www.inochinodenwa-net.jp)

さ
ん
ぽ
み
ち

新
鮮
な
気
持
ち
で

　
秘
書
広
報
課
４
年
目
に
し
て
、

つ
い
に
「
市
報
か
す
が
」
を
担

当
す
る
こ
と
に
。
休
日
は
毎
週

の
よ
う
に
取
材
が
入
り
、
平
日

も
締
め
切
り
に
追
わ
れ
る
毎
日

で
は
あ
り
ま
す
が
、
楽
し
ん
で

発
行
し
て
い
ま
す
▼
さ
て
、
も

う
す
ぐ
２
歳
に
な
る
娘
は
、
散

歩
が
好
き
な
の
で
、
よ
く
一
緒

に
歩
い
て
近
く
の
公
園
へ
。
何

度
も
見
て
い
る
は
ず
な
の
に
、

歩
道
に
咲
い
て
い
る
花
や
雑
草

に
、
立
ち
止
ま
っ
て
は
、「
花

き
れ
い
！
」「
葉
っ
ぱ
た
く
さ

ん
！
」
な
ど
新
鮮
な
反
応
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
。
散
歩
中
の
犬

に
も
「
わ
ん
わ
ん
！
わ
ん
わ

ん
！
」
と
い
つ
も
大
興
奮
▼
そ

ん
な
娘
と
同
じ
よ
う
に
、
私
も

取
材
で
地
域
を
回
る
中
で
、「
こ

ん
な
に
す
ご
い
市
民
が
い
た
の

か
」、「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
こ

ん
な
に
も
多
く
の
人
た
ち
が
関

わ
っ
て
い
た
の
か
」
と
毎
回
の

よ
う
に
新
鮮
に
驚
き
、
そ
の
勢

い
で
原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
▼

春
日
市
の
一
番
の
魅
力
は
、
市

内
に
住
む
「
人
」。
こ
の
言
葉

の
意
味
を
実
感
し
て
い
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。　
　
　
　

 　
ま

　今年はラグビーイヤー！世界の強豪が、日本各所で試合を行うという夢のような時間まで残りわずかです。そんな年に、気軽にラ
グビーに触れる機会として、市が推進しているタグラグビーを知っていますか。
　タグラグビーとは、15人制ラグビーからタックルなどの接触プレーを無くしたボールゲームです。性別や年齢を問わず、誰でも安
全に楽しむことができます。プレーヤーは、腰にベルトを着け、両腰に「タグ（ビニール製のリボン）」を着けてプレー。相手のゴール
ラインにボールを持ち込んで置くことで点が入ります。他のボールゲームと大きく違う点は、楕円球を抱えて自由に走り回ることがで
きることです。運動量が豊富で、走る爽快感があり、全てのプレーヤーが参加しやすくなっています。
　市は、より多くの子どもたちにラグビーの魅力を伝え、ラグビーを通じてスポーツ
の素晴らしさを感じてもらうため、市内の小学４・５年生を対象に、タグラグビー
教室を実施しています。福岡を拠点とするラグビーチームの九州電力キューデンヴ
ォルテクスとコカ・コーラレッドスパークスに協力してもらい、すでに５校で実施し
ました。今後も、多くの小学校でタグラグビー教室を実施する予定です。
　小学校学習指導要領でも例示され、注目が高まるタグラグビー。何より、友達と
協力する大切さ、相手を思いやる気持ち「ワンフォーオール・オールフォーワン」や
試合終了後の「ノーサイドの精神」など、ラグビー独特の素晴らしい文化が、市民の
皆さんに根付いていくことを願っています。

問い合わせ先　健康スポーツ課ラグビー事務局
☎️（558）0151　F（558）0292

タグラグビー＝誰でもできる！楽しめる！　新しいスタイルのラグビー
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宇宙をもっと身近な存在に

星の館ボランティアスタッフ

　全国でも珍しい、街中にある天体望遠施設
「星の館」。平成23年の開館当初から、この
施設を支え続けてきたボランティアの皆さんを
取材しました。

―
星
の
館
の
魅
力
は
何
で
し
ょ
う
。

　
白
水
大
池
公
園
の
中
に
あ
り
、

無
料
で
誰
で
も
気
軽
に
天
体
観
測

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
点
が
一

番
の
魅
力
で
す
。

　
散
歩
中
に
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
る

人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
の
に
本
格
的
。
と
て
も

居
心
地
が
よ
く
、
こ
の
よ
う
な
施

設
は
他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
案
内
の
様
子
を
見
て
い
て
も
、

皆
さ
ん
の
熱
意
が
伝
わ
り
ま
す
。

　
星
や
宇
宙
、
神
話
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
一
人
一
人
興
味
を
持
つ
分

野
は
違
い
ま
す
が
、
日
頃
は
、
来

館
者
に
対
し
、
天
体
望
遠
鏡
を
操

作
し
な
が
ら
星
の
案
内
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
望
遠
鏡
を
使
う
こ
と
で
地
上
か

ら
見
る
と
、
ど
れ
も
同
じ
よ
う
に

見
え
る
星
が
、
実
は
全
く
違
う
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
星
は
た
だ
見
る
だ
け
で

も
美
し
い
の
で
す
が
、
目
に
映
る

光
は
何
光
年
も
前
の
も
の
で
す
。

見
え
て
い
る
の
に
、
そ
の
星
は
も

う
存
在
し
て
い
な
い
可
能
性
も
あ

る
、
と
い
う
の
は
ロ
マ
ン
を
感
じ

ま
す
。

―
活
動
の
原
動
力
は
。

　
案
内
を
受
け
た
人
の
、
星
を
見

た
と
き
の
驚
き
や
喜
び
の
声
が
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
感
動
を
共

有
で
き
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
活
動

す
る
理
由
の
一
つ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
人

に
来
館
し
て
も
ら
っ
て
、
星
を
楽

し
ん
で
欲
し
い
で
す
。

みん春
通信
vol.10

みんなで春をつくろう
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